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「第二回アフリカの平和と安全に関するダカール国際フォーラム」における 

濵地外務大臣政務官スピーチ 

（2015 年 11 月 9 日（月） 於：ダカール） 

 

ンジャイ外務・在外セネガル人大臣、 

議長、ご列席の皆様、 

 

 日本から参りました外務大臣政務官の濵地雅一です。この度、「第二回アフリカの平和

と安全に関するダカール国際フォーラム」に出席する機会を得て、大変光栄に思います。私

個人としても、先月外務大臣政務官に就任し、初めての海外公務がここダカール国際フォー

ラムとなりました。私にとり、アフリカは忘れることのできない思い出の地となりました。 

 

暴力的過激主義への対応や、テロ、組織犯罪、密輸などへの対処は、アフリカにおける安

全保障上の喫緊の課題です。ダカール国際フォーラムの開催は、まさに時宜に適ったものと

考えます。 

 

このフォーラムの開催に尽力されたセネガル及びフランスの政府、民間の方々のリーダー

シップに敬意を表します。日本として、昨年の会議に引き続き、この会議に貢献できること

を嬉しく思います。 

 

ご列席の皆様、 

 

来年、初めてのアフリカ開催となる第６回アフリカ開発会議（ＴＩＣＡＤⅥ）がケニアに

おいて開催されます。日本は、１９９３年から２０年以上にわたってＴＩＣＡＤのプロセス

を通じて、アフリカの平和と安定に向けて、アフリカ諸国を始めとする関係者等との議論を

積み重ね、また、日本独自のイニシアティブも実施してきました。来年のＴＩＣＡＤⅥでも

アフリカの平和と安定は非常に重要なテーマの一つとなります。 

 

さらに、日本は、来年、再来年と、セネガルとともに国連安全保障理事会の非常任理事国

を務めます。来年、日本はＧ７議長でもあります。５月のＧ７サミット、７月の安保理議長

国、その後のＴＩＣＡＤⅥを通じて、我が国として、アフリカの平和と安全に関する議論に

おいて、これまで以上に積極的な役割を担っていく考えです。 

 

先日、ヴァルス・フランス首相が来日し、安倍総理との間で、日仏アフリカ協力計画を策

定し、日本は、今後はフランスとの間でもアフリカにおける協力をさらに強化しようとして

います。日本は、こうした枠組も活用しながら、平和構築、海上安全保障、法執行、国境管

理、紛争後のコミュニティ支援をアフリカにおける安全保障分野の柱として、具体的な取組

を推進していきます。 
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例えば、日本は、ＴＩＣＡＤⅤにおいて、イナメナス事件の教訓に基づき、北アフリカや

サヘル地域におけるテロ対処能力向上のために、２０００人の人材育成及び国境管理のため

の機材供与、助言・訓練等の支援を行うことを表明しました。また、１０億ドルのサヘル地

域向け開発・人道支援により、地域の安定化に貢献する考えも示しました。さらに、アフリ

カ自身の紛争解決能力を高めるため、アフリカ各国が運営するＰＫＯ訓練センターへの支援

等を通じ、３０００人の平和構築に携わる人材の育成を行うことも発表しました。現在、日

本は、これらの取組を着実に実施しています。 

 

アフリカにおける日本の自衛隊の活躍にも触れないわけにはいきません。日本の自衛隊は、

ソマリア沖・アデン湾において、米国やフランスを始めとする各国と協力しつつ、海賊対処

行動に従事しており、この地域での海賊事案発生の減少に貢献しています。南スーダンにお

いては、日本の自衛隊施設部隊が国連ＰＫＯに参加しており、南スーダンにおける人道支援

実施の環境作りに積極的に貢献しています。 

 

 ご列席の皆様、 

 

我が国は、国際協調主義に基づく「積極的平和主義」の立場から、地域と国際社会の平和

と安定及び繁栄に、これまで以上に積極的に寄与していきます。日本では、先般、「平和安

全法制」が成立し、安全保障分野における一層の国際貢献が可能となりました。この新たな

法制の下、国連ＰＫＯへの貢献を更に拡充していきます。自衛隊が高い技術を持つ施設活動

や、国連ＰＫＯミッション司令部・国連本部等への要員派遣等の質の高い貢献を着実に進め

るとともに、早期展開のための航空機輸送など、更なる貢献を追求していきます。 

 

アフリカにおいて、ＰＫＯの早期展開は喫緊の課題です。この課題に対処するため、日本

は、アフリカ施設部隊早期展開プロジェクトへの支援のため、本年、約４千万ドルを国連事

務局に拠出し、この秋には、ナイロビの地で日本の自衛官とアフリカ諸国の工兵が、重機の

操作及び整備の訓練を行いました。明年からの本格的訓練にも引き続き貢献していきます。 

 

日本とアフリカは、このように様々な分野で重層的な協力関係を築いてきております。

我々が手を携え、国際の平和と安定の維持につき中心的な役割を果たす国連の安保理を、２

１世紀にふさわしい姿に改革していこうではありませんか。 

 

最後に、今回のフォーラムにおいて、アフリカが抱える様々な課題を見据え、参加者の間

で闊達な意見交換が行われることを祈念して、日本政府を代表して私の挨拶とさせていただ

きます。 

(了) 


